
北海道医療大学

看護福祉学部

向谷地 生良 教授

最 終 講 義
テーマ：クライエントの場からの出発

申込URL：https://forms.gle/AHoMtcHjH4YYiNq3A

申し込み定員：150名
申し込み期限：3月15日（月）12：00
※お問合せも上記URLよりお願いいたします。

≪プロフィール≫

1978年4月より北海道日高にある総合病院浦河赤十字病院医療社会事業
部に精神科専属のソーシャルワーカーとして勤務。翌年4月より、町の古い教
会堂を拠点として精神障害を持つメンバーと共に、当事者の交流活動、共同
生活を開始する。1984年4月に「浦河べてるの家」を設立。2001年に「当事者
研究」を創案し、メンバーの自助、スタッフの相談支援に取り入れる。
2003年4月より、北海道医療大学看護福祉学部臨床福祉学科で教鞭をとり
ながら、べてるの家がある浦河と全国各地をメンバーとともに「当事者研究」の
普及をめざして飛び回る毎日を過ごしている。
2020年4月、北海道医療大学先端研究推進センターに「当事者研究領域」
が創設され、ますます活動の幅が広がっている。

申し込み用QR

2021年 ３月 17日
10：00～ オンライン開催


